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障害者の日帰り全身麻酔に対するAOPとTIⅦの有用性の比較
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論文内容の要旨
精神遅滞、自閉症､脳性麻痩などの障害者の全身麻酔に際しては､プロポフォールと局所麻酔とを併用し
たAirOxygenpropofolAnesthesia(AOP)が用いられている｡最近､優れた鎮痛作用と速やかな効果消失性
を有するしミフェンタニルとプロポフオー ルとを併用したTotalIntravenousAnesthesiafTIVA)が導入され始め
ている｡しかし､AOPとTIVAにおける術中ストレスの抑制効果や麻酔からの回復などを詳細に検討した報告
はない｡そこで両者について､術中ストレスを心拍変動解析(LF7HF､HF)と唾液アミラー ゼ活性(sAA)により、
回復時間をNewModifiedPost-AnesthesiaDischargeScoringSystem(NB狸ADSS)評価とPostOpperative
NauseaandVomiting(PONV)発生率により有用性を比較検討し､以下の結論を得た。
l.LF/HFでは､TIVAがAOPより挿管後､処置後において有意な低値を示した。
2.HFでは､TIVAがAOPより挿管後､処置後において有意な高値を示した。
3.sAAでは、TIⅦとAOPとの間に有意差を認めなかった。
4.回復時間は､TIVAがAOPより有意に早かった。
5.PONV発生率では､TI恥とAOPとの間に有意差を認めなかった。
以上からAOPと比較して､TwAは術中ストレスを抑制し回復が速やかであり､障害者の日帰り麻酔によ
り有効な方法と考えられた。
論文審査の要旨
本研究は、障害者に対する日帰り全身麻酔をTIVAあるいはAOPで行い、LF/I韮、HF､sAA、回復時
間､PONVにより比較検討したものである｡その結果､TIVAではAOPと比較して術中ストレスを抑制し、
術後の回復も速やかであった。これらの知見は、障害者の歯科治療における全身麻酔法に重要な示唆
を与えるものである。
以上は、歯学に寄与するところが大きく、博士(歯学)の学位に値するものと審査する。
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最終試験の結果の要旨
山口さやかに対する最終試験は、主査代居敬教授、副査佐藤巌教授、副査奈良陽一郎教授
によって、主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
